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北海道開発局 網走開発建設部

令和８年２月２６日

第１２回 網走川ほか流域治水協議会

第１１回 網走川流域における新たな検討の場

第１２回 常呂川流域治水協議会



網走開発建設部

国土交通省

北海道開発局

R7年度R6年度R5年度R4年度R3年度R2年度年度
項目 32112111098765432112111098765411074110741107411074

協議会開催

水害リスク
コミュニケー
ション

リスクマップ公表に先立ち、
リスクマップの確認・活用方法に関する
勉強会の実施（流域住民の参加含む）

これまでの流域治水協議会の取組状況（網走4河川）

湧別川・渚滑川 水害リスクマップ勉強会（地域住民の参画） 第11回流域治水協議会 R6.2流域治水担当者レベル打合せ（北見市） R6.7流域治水担当者レベル打合せ（美幌町）

2

水害リスクマップを活用した
リスクコミュニケーションの実施
（4水系、11市町）

第１回協議会

第３回協議会

第４回協議会 第６回協議会 第８回協議会

第９回協議会

第５回協議会 第７回協議会

現況河道及び短期河道における
リスクマップの公表（4水系）

中長期河道における
リスクマップの公表（4水系）

・各自治体を対象に、流域治水2.0に向けた治水対策案に関する協議の実施
・国と自治体が協働で実施可能な流域治水対策案の検討（美幌町・北見市・紋別市）

第２回協議会

常呂川水系内外水リスクマップ説明

内外水統合型の多段階浸水想定図
及び水害リスクマップの作成（4水系）

第１０回協議会
第１１回協議会

• 流域治水協議会は令和２年度より減災対策協議会と同時開催するなどして、昨年度までに計11回の協議会を開催。
• 協議会以外に、自治体担当者や流域住民の参加による勉強会や、自治体担当者レベルでの水害リスクや流域治水メニュー
に関するディスカッションを行い、今年度は内外水統合型の水害リスクマップ等の作成に取り組んだ。

第１２回協議会（予定）



網走開発建設部
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北海道開発局これまでの網走川流域における新たな検討の場の取組状況

• 網走川流域における新たな検討の場は、流域対策に取り組む共通の目的を鑑み、網走川ほか流域治水協議会と同時開催
としている。

• 「取組ビジョン」に基づく取組は、年１回開催の「有識者懇談会」（第4回は令和６年１１月に開催）において有識者の意見や助
言を受けつつ網走川流域の流域対策の推進を図っている。

気候変動の影響等により、計画規模を超える降雨の頻発化が懸念されていることを踏まえ、網走川河川整備計画における「地域一体と
なった流域全体での流量を抑制する方策」や近年問題となっている土砂流出や農地崩落への取組等を検討するために「網走川流域にお
ける新たな検討の場」を設置。
網走川流域における尊い人命や貴重な財産及び重要な産業の「安全・安心の確保」に向けて、とるべき備えや具体的な取組内容を流域
対策等に関する取組ビジョンとしてとりまとめて実施するもの。
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網走川流域における新たな検討の場

構成機関で実施すべき流域対策等を議論・検討。

網走川流域における流域対策等に関する
取組ビジョンの策定・推進

構成機関

網走開発建設部

網走南部森林管理署

オホーツク総合振興局

網走市

大空町

美幌町

津別町

有識者懇談会 委員

北見工業大学
早川 特任教授（河川）

東京農業大学
吉田 教授（農業）

道総研フェロー
寺澤 氏 （林業）

東京農業大学
園田 助教（水産）

有識者懇談会での意見や助言を
取組ビジョンに反映させる。

第５回有識者懇談会
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北海道開発局網走川流域における流域対策等に関する取組ビジョンの概要

網走川流域における尊い人命や貴重な財産及び重要な産業の「安全・安心の確保」に向けて、とるべ
き備えや具体的な取組内容をとりまとめたもの。
取組ビジョンの内容はできることから開始して着実に効果を発現していくとともに、本取組の継続
によって構成機関や網走川流域における地域住民の流域対策等に係る意識向上の基礎にしていくもの
である。
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網走開発建設部

国土交通省

北海道開発局「新たな検討の場」と「流域治水協議会」の進め方
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網走川流域については、これまでH29.10より新たな検討の場を設置したことをはじめとして、R2.2に取組宣言を
流域7機関において署名し、取組ビジョンを元に流域対策を進めてきた。
その後、全国的な流域対策として流域治水協議会が設置され、R3.3より流域治水プロジェクトとして取組を具体化
させ流域対策を進めてきた。
この2つの取組については流域対策を行っていくという目的は共通するため、当面は取組ビジョンにおける取組を、
流域治水プロジェクト及び新たに策定するグリーンインフラに位置付け、取組のフォローアップを同時期に実施し、
会議開催についても両会議を可能な限り同時開催していく。

グリーンインフラ

R2.1有識者懇談会

R2.2
・推進宣言
・署名式典

H31.3
検討の場
（第4回）

R2.8
流域治水協議会
（第1回）

R3.3
（第3回）

有識者懇談会

取
組
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、

会
議
開
催
は
同
時
に
行
う

網走川流域における新たな検討の場

網走川流域治水協議会

R4.7
（第6回）

R4.7
検討の場
（第5回）

R4.3末

R3.7
（第4回）

取組を位置付ける

取組を位置付ける

R4.12有識者懇談会

R5.3
検討の場
（第6回）

R5.3
（第7回）

R5.7
検討の場
（第7回）

R5.7
（第8回）

R6.3
（第9回）

R6.2
検討の場
（第8回）

R6.7
（第10回）

R6.7
検討の場
（第9回）

R5.11有識者懇談会

R7.2
検討の場
（第10回）

R6.11有識者懇談会

R7.2
（第11回）

R4.3
（第5回）

流域治水プロジェクト

R7.11有識者懇談会

随時情報共有を図る

取組ビジョン
H29.10
検討の場
（第1回）


